
瞬快Rel.5.0e’ 対応内容一覧

対応製品レベル カテゴリ 現象/内容 変更内容 影響範囲 従来製品での回避/対応方法 備考

システムリカバリ機能 システムリカバリサーバとシステムリカバリク
ライアントを共存させているとき、システムリ
カバリサーバをアンインストールするとシス
テムリカバリクライアントに必要なレジストリ
キーまで削除してしまう。

プログラムを改修しました。 □上
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0

システムリカバリサーバとシステ
ムリカバリクライアントは同一コン
ピュータにインストールしないでく
ださい。

システムリカバリ機能 システムリカバリ管理機能で、以下の手順
でサービスを作成すると「サービスの作成
に失敗しました」のメッセージがでる。
1) 通常通りにSROサーバをインストール
2) SRO管理機能で任意のサービスを作
る。(例:test)
3) SROサーバをアンインストールする。この
時「管理DBを削除する」にチェックを入れ
た状態。
4) SROサーバを再インストールする。
5) SRO管理機能を起動して同じサービス
名で再度「test」を登録しようとする。

プログラムを改修しました。 □上
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0

なし

システムリカバリ機能 Linuxの環境設定に置いて固定IP設定か
つDNSアドレスが未設定の場合にエラーと
なって設定できない。

プログラムを改修しました。 □上
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0

なし

システムリカバリ機能 FMV-D5110にマルチキャスト配信を行っ
た場合、配信速度が遅い場合がある。

プログラムを改修しました。 □上
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0

なし

システムリカバリ機能 システムリカバリの後処理のユーザ指定処理の
際、登録したバッチやコマンドが0を返さない場
合に、エラーを無視して正常と判定するチェック
ボックスを追加しました。

プログラムを改修しました。 □上
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0

なし

システムリカバリ機能 「.」を先頭に利用するサービス名を指定すると、
エラーとなる。

「.」を先頭に指定できないようにプログラム
を改修しました。

□上
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0

なし

システムリカバリ機能 以下の条件において、サービスの編集や、
サービスのプロパティを行うと、ユーザ指定
処理のパッチ名や、サイレントインストール
のパス名が空白で表示されてしまう。

 (1)1台のシステムリカバリサーバを複数の
システムリカバリ管理機能で運用している
場合に、
    サービスを作成していない管理機能か
ら、サービスの編集を行った場合

   または

 (2)管理機能をバージョンアップ、または、
レベルアップし、レベルアップ前に作成し
た既存の
スケジュールを編集した際

プログラムを改修しました。 □上
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0

なし UIの初期表示が壊れ
るだけで、既存サービ
スの動作には問題あり
ません。

システムリカバリ機能 システムリカバリクライアント機能において、
システムの環境変数(%TEMP%)を変更した
場合、正常に動作しない。

プログラムを改修しました。 □上
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0

システムの環境変数を変更しな
いようにしてください。

システムリカバリ機能 ドメイン参加用のユーザ名指定において、
パスワードの文字数制限が14文字となって
いる。しかし、Windows2000以降のユーザ
アカウントはパスワードに14文字以上指定
することが可能なので、14文字という制限
を解除して欲しい。

プログラムを改修しました。 □上
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0

なし

システムリカバリ機能 瞬快Ｒ４．０/Ｒ５．０のシステムリカバリ機能
において、イメージ取得を行ったヒナ型クラ
イアントが固定IPアドレスでの運用の場合、
イメージ配信時にそのヒナ型クライアントも
配信対象に含めてイメージ配信した場合、
ＩＰアドレスの衝突が起こり、正しくイメージ
配信(正確にはイメージ配信処理後の後処
理）が行えない

プログラムを改修しました。 □上
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0

ヒナ型クライアントを配信対象に
含めないようにしてください。

WindowsUpdate連携機能 システムリカバリ機能で利用するひな型コ
ンピュータに対して、ひな形作成前に
WSUSでの動作実績がある場合、そのひな
型を配信したクライアントは、WSUSの管理
コンソールからクライアントPCの制御が出
来なくなる。（全てのクライアントPCが一台
として認識されます）

プログラムを改修しました。 □上
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0

システムリカバリ機能で利用する
ひな型に対して、事前にWSUSを
利用したパッチ適用はしないよう
にしてください。

WindowsUpdate連携機能 Windows Update管理機能の新規スケ
ジュール作成処理で、以前設定した詳細
設定内容を保持するように修正しました。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel.5.0

なし

ウイルス対策ソフト連携 SymantecAntiVirus　CorporateEdition10.1
との連携に対応しました。

設定を見直しました。 ALL
Rel.5.0

なし

管理機能 複数のクライアントを選択し、「クライアントＰ
Ｃの環境設定」を実行した場合、「リモート
ログオンタイプの取得に失敗しました。」が
表示される場合がある。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel.5.0

電源オフのクライアントPCを除外
して選択すれば現象は発生しま
せん。

管理機能 管理機能で最新の情報に更新を実行する
と、まれにクライアントの状態が「プロトコル
エラー」と表示され、以降そのクライアントを
操作できなくなる。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel.5.0

なし

管理機能 管理機能からクライアントの電源オフを
行った場合、電源が落ちずに「電源を切る
準備ができました」のメッセージが表示され
る場合がある。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel.5.0

なし

管理機能 瞬快管理機能を起動する際、サーバ名に
17文字以上のサーバ名を指定する。
その管理機能をアンインストールしようとす
ると、エラーが発生する。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel.5.0

なし
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クライアント機能 ChemOfficeがインストールされている環境
下で以下の操作を行うと、「Microsoft SQL
Server Desktop Engine(以下MSDE)」の
セットアップインストーラが起動してしまう。
・イメージ配信後の後処理での瞬快クライ
アントサイレントインストール
・瞬快クライアントのアンインストール

プログラムを改修しました。 ALL
Rel.5.0

Microsoft社のサイトを参照してく
ださい。（参照
URL:http://support.microsoft.c
om/?kbid=889289）

クライアント機能 ランチャーアイコンを右ダブルクリックする
と、「SKE00023 テンポラリファイルの書き出
しに失敗しました」のメッセージが表示され
る。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel.5.0

OKボタンを押下し、そのまま処
理を継続して問題ありません。

クライアント機能 Linuxのマルチブート構成時において、
Rel3.5およびRel4.0からRel5.0にバージョン
アップする場合、Windows側の瞬快をバー
ジョンアップするとLinux側のモジュールが
リモートからバージョンアップできなくなる。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel.5.0

Linuxクライアントにてバージョン
アップしてください。

瞬間復元ドライバ エプソン社製エンデバーAT955において、
瞬間復元ドライバを修復モードからバック
アップモードに変更すると、変更後OSが再
起動を繰り返す場合がある。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel.5.0

ＯＳ起動時にPageUpキーを押
し、簡易環境設定メニュー画面
を表示し、「キャンセル」を選択し
てください。

瞬間復元ドライバ エクスプローラにおいて、修復対象のディ
レクトリ内のファイルをコピー、またはリネー
ムした時、コピーで作成されたファイル、ま
たはリネームしたファイルのプロパティ情報
が欠落する。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel.5.0
ファイルフォルダ
単位

なし

瞬間復元ドライバ Ulead社の「DVD MovieWriter 4」にてビデ
オデータをキャプチャし、「キャプチャ終
了」ボタンを押すと、「キャプチャ失敗、キャ
プチャしたファイルが壊れている可能性が
あるので削除する」と表示され、キャプチャ
できない。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel.5.0
ファイルフォルダ
単位

なし

瞬間復元ドライバ 修復対象となっているファイルを 編集する
場合、エクスプローラでそのファイル一覧を
参照していてもファイルサイズ・ タイムスタ
ンプの変更結果が即時反映されない。
（「最新の情報に更新」を実施することで反
映される）

プログラムを改修しました。 ALL
Rel.5.0
ファイルフォルダ
単位

「最新の情報に更新」を実施して
ください。

瞬間復元ドライバ 一般ユーザ権限で、フリーソフトの
LHAPlusにてファイル圧縮を実行すると、
エラーとなり圧縮できない。
（管理者権限ユーザの場合は問題なく圧
縮される）

プログラムを改修しました。 ALL
Rel.5.0
ファイルフォルダ
単位

管理者権限ユーザにてLhaplus
を利用してください。

瞬間復元ドライバ 瞬快クライアント機能を修復無効モードで
インストールされている環境をイメージ取得
し、ディスクイメージの配信を行う。配信
後、クライアントPCを起動し、ログオンする
とスパナアイコンが赤色で表示される場合
がある。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel.5.0

なし

瞬間復元ドライバ sophos antivirusがインストールされている
環境において、瞬快のドライバが停止して
しまう場合がある。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel.5.0
ファイルフォルダ
単位

なし sophos antivirusと瞬快
がウイルス対策ソフト
連携しているわけでは
ありません。

瞬間復元ドライバ MacromediaのFreeHandMXというソフトで
一般ユーザ権限で、新規ファイル作成を行
うとファイルの作成に失敗してしまう場合が
ある。（管理者権限ユーザでは問題なし）

プログラムを改修しました。 ALL
Rel.5.0
ファイルフォルダ
単位

管理者権限ユーザにて
FreeHandMXを利用してくださ
い。

瞬間復元ドライバ 瞬快をファイル・フォルダ単位でインストー
ルした後、修復対象内にEXEをコピーして
から、コピー先のEXEを実行すると、タスク
マネージャにて表示されるプロセス名が、
テンポラリファイル名（4aなど）になってしま
う。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel.5.0
ファイルフォルダ
単位

なし

資源配付機能 管理機能から資源配付タブを開き、配付指
示を出した時、画面右下のフレームの「処
理日時」列に表示される日時情報が、指示
を出した日時ではなく資源を登録した日時
になっている。
正しくは、配付の指示を出した日時が入る
べきである。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel.5.0

F5キーを押し最新情報を取得し
なおすと、正しい日時が表示さ
れます。

資源配付機能 資源配付を行なうと、リモートログオンタイ
プがSKGINAからSlflogonに変わってしまう

プログラムを改修しました。 ALL
Rel.5.0

なし

資源配付機能 cygwinのインストールされた環境でアプリ
登録を行うとアプリケーションエラーが発生
することがある。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel.5.0

なし

リモート画面操作 以下の操作を行うと、画面左上の<ツール
パネル>-<リモート操作モード>は【個別選
択モード】が有効な状態になっているが、
画面右側のリモート操作ウィンドウは【全台
選択モード】になってしまう。

1.リモート管理機能を起動する
2.個別選択モードをクリックする
3.セッションを接続したままクライアントを
シャットダウンする
4.その状態でクライアントを起動する。この
間、リモート画面操作機能は起動したまま
の状態
5.<ツールパネル>-<接続>を選択し、再度
セッションを接続する。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel.5.0

なし

リモート画面操作 瞬快Rel.5.0のリモート画面操作機能と、類
似サードパーティ社製品のリモート画面操
作機能が同居した場合,Windows起動時に
Winlogon.exeのアプリケーションエラーが
発生しブルー画面になることがある。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel.5.0

なし

リモート画面操作 リモート画面操作機能で１台だけモニタリン
グしている状態で「一覧表示画面」に移動
し一度「モニタ停止」を実行すると、そのあ
と「モニタ開始」ができない。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel.5.0

なし
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リモート画面操作 リモート画面操作機能をインストールしてい
るPC上にイベントログが不定期に発生して
いる。

イベントID:262
ソース:PlugPlayManager
説明:サービス "SKBlackd" は電源イベント
要求を拒否しました。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel.5.0

なし

クライアントインストーラ 修復無効モードでクライアントを版数アッ
プ・バージョンアップしても、モジュールが
更新されない場合がある。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel.5.0a以前

更新モードにて版数アップ・バー
ジョンアップしてください。

修復無効モードからの
クライアント版数アッ
プ・バージョンアップに
おいて、再起動の回
数が１回増加していま
す。

クライアントインストーラ アンインストール時に、リモート画面操作関
連のレジストリが残る。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel5.0a以前

なし

ウイルス対策ソフト連携 McAfee社Managed Total Protectionとの連
携に対応しました。

設定を見直しました。 ALL
Rel5.0a以前

Managed Total Protectionアップ
デート前に、瞬快クライアントを
修復無効モードに変更してお
き、Managed Total Protection
アップデート後に修復モードに
変更してください。

ウイルス対策ソフト連携 Microsoft Windows Defenerとの連携に対
応しました。

設定を見直しました。 ALL
Rel5.0b以前

なし

クライアント機能 瞬快クライアントの環境設定画面を開き、
設定変更をしないで環境設定画面を閉じ
たときに再起動が不要となるように修正しま
した。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel5.0b以前

なし

クライアントインストーラ クライアントインストールのパスワード入力
(最大８文字)に際し、ディスプレイ環境に
よってはパスワード入力フィールドが７文字
までしか受け付けないことがある。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel5.0b以前

なし

クライアントインストーラ 資源配付用ユーザアカウントを指定するセ
クションで、ピリオドを含むアカウント名で実
行すると「ピリオドとスペースだけのログオン
IDは使用できません」の旨のエラーメッ
セージが表示される。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel5.0b以前

なし

クライアントインストーラ クライアントをアンインストールするとき、クラ
イアントをインストールしたフォルダに含ま
れるファイルフォルダが削除されてしまう。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel5.0b以前

なし

クライアントインストーラ コンピュータ名、ドメイン名の禁則文字とし
て"]"がチェックされていない。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel5.0b以前

なし

瞬間復元ドライバ IEからPDFやモジュールなどのDownloadを
行い、修復対象領域にファイルを保存する
と、Zone.Identifierのファイルが作成されて
しまう。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel5.0b以前
ファイルフォルダ
単位

なし

管理機能 瞬快管理機能でF5キーによる最新情報取
得を行うと、SkConsole.exeがダンプファイ
ルを出力してハングアップする場合があ
る。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel5.0b以前

なし

管理機能 Rel5.0,Rel4.0c以降の管理機能から、瞬快
Rel4.0c以降のクライアントのプロパティを表
示した場合に修復対象／対象外の情報が
表示できない。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel5.0b以前

なし

管理機能 瞬快管理機能のリモートログオン機能にお
いて、リモートログオン、リモートログオフを
繰り返していると、クライアントがリモートロ
グオンを受け付けなくなる場合がある。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel5.0b以前

なし

システムリカバリ機能 瞬快管理機能を起動し、プロパティから
MACアドレスを修正したり、IPアドレスを編
集する際、その編集内容が次回システムリ
カバリ管理機能起動時まで反映されない。

プログラムを改修しました。 □上
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0b以前

なし

システムリカバリ機能 FPDにて配信後のドメイン参加処理で「リ
ブート命令を送信しました。ターゲットから
のPXE要求を待っています」msgが出てタイ
ムアウトになる。

プログラムを改修しました。 □上
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0b以前

なし

システムリカバリ機能 システムリカバリ管理機能のサービス名の
禁則文字として"?"がチェックされない。

画面を修正しました。 □上
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0b以前

システムリカバリ管理機能のサー
ビス名には「?」を使わないで下さ
い。

システムリカバリ機能 srordwiz.exeの初期画面にあるシステムリカ
バリユーザ名の禁則文字チェックがされて
いない。

プログラムを改修しました。 □上
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0b以前

なし

システムリカバリ機能 システムリカバリ機能では、サービス名を重
複して登録できるパターンがある。

プログラムを改修しました。 □上
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0b以前

サービス名は重複しないように登
録してください。

システムリカバリ機能 システムリカバリ機能を利用してディスクイ
メージの配信を行った後、後処理を行う最
中で、GetAdapInfo.exeがアプリケーション
エラーを出力し、後処理が途中停止してし
まう場合がある。

プログラムを改修しました。 □上
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0b以前

なし

システムリカバリクライアントイ
ンストーラ

コンピュータ名、ドメイン名の禁則文字とし
て"]"がチェックされていない。

プログラムを改修しました。 □上
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0b以前

なし

資源配付機能 資源配付機能でhostsファイルを配付した
が、hostsファイルの内容が名前解決に使
用されない。

プログラムを改修しました。 □並+資源OP
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0b以前

なし

資源配付機能 資源適用のResApply起動時、アプリケー
ションエラーが発生することがある。

プログラムを改修しました。 □並+資源OP
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0b以前

なし

資源配付機能 瞬快クライアントと管理機能が同居している
ＰＣにおいて、管理機能からアプリケーショ
ン登録を実行するとマスターログ作成時に
処理が失敗する。

プログラムを改修しました。 □並+資源OP
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0b以前

なし

5.0b

5.0d
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資源配付機能 サーバ選択時、アプリケーションエラーが
発生する場合がある。

プログラムを改修しました。 □並+資源OP
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0b以前

なし

資源配付機能 Managed Total Protectionインストール環
境にてアプリ登録を行うと、ファイルが見つ
からないというエラーが発生する場合があ
る。

プログラムを改修しました。 □並+資源OP
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0b以前

なし

WindowsUpdate連携機能 WindowsUpdate連携で、アップデートサー
バ名の指定をするときに、 末尾に
WSUSAdminをつけた場合に警告メッセー
ジを出すように変更しました。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel5.0b以前

なし

WindowsUpdate連携機能 WindowsUpdate連携処理において、クライ
アントPCがパッチ適用後、修復無効モード
から修復モードへ変更するタイミングでファ
イル置換え予約が入る場合、クライアントが
修復無効モードのまま処理が中断する。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel5.0b以前

WindowsUpdate連携を更新モー
ドにて実施してください。

WindowsUpdate連携機能 WSUS SP1をアップデートサーバに指定し
てWindowsUpdate連携処理を実行すると
169(-2147467262)が返され、
WindowsUpdate連携処理が動作しない場
合がある。

処理ロジックを見直しました。 ALL
Rel5.0b以前

なし

WindowsUpdate連携機能 WindowsUpdate連携処理を実行し、起動
直後のモード変更処理でエラーが発生し
た場合、３時間後にタイムアウトとなる。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel5.0b以前

なし

リモート画面操作 キーマウスロックでロック中のクライアントに
対し、リモート画面操作機能のコンソールよ
り特殊キー「Ctrl+Alt+Del」を送信しても反
応しない。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel5.0b

なし

コマンド 複数環境(派生環境)において、更新モード
の状態でRCHMODEの修復タイミング指定
を「毎回起動時修復」以外を設定しても、
モード変更後の修復タイミングが「毎回起
動時修復」になってしまう。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel5.0b以前
複数環境（派生環
境）

なし

コマンド 修復無効モードの状態でRCHMODEの修
復タイミング指定を「一日一回修復」や「毎
週○曜日修復」等の修復スケジュールの指
定が反映されず、「毎回起動時修復」に
なってしまう。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel5.0b以前
ファイルフォルダ
単位
Windows2000

なし

5.0e 機能追加 次のウイルス対策ソフトに対応しました。 ・F-Secureアンチウィルス クライアントセ
キュリティ ver 7.0
・McAfee VirusScan Enterprise 8.5i

ALL
Rel5.0d以前

なし 対応しているウイルス
対策ソフトについて
は、瞬快のReadme.txt
を参照ください。

機能追加 次のソフトと瞬快クライアントの共存に対応
しました。

AutoCAD2007 ALL
Rel5.0d以前

なし

機能追加 クライアントPCのプロパティで入力できるコ
メント情報を管理機能のリモート操作タブ
画面のクライアントリストに表示できるように
しました。

ALL
Rel5.0d以前

なし

クライアント機能 瞬快のログオンパネルの設定機能にて、ロ
グオン先のドメイン名を設定した環境にお
いて、ログオンパネルでCtrl+Alt+Delキー
を押下し、その後ESCキーを押下し、再度
Ctrl+Alt+Delキーを押下すると、ログオン先
が「ドメイン」から「ローカル」に変わってしま
う場合がある。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel5.0d以前

ログオンパネルの設定を行う前
に、ドメインにログオンしてくださ
い。（一度でもドメインにログオン
した後はワークグループに戻し
ても問題ありません。）

クライアント機能 Launcher.exe（タスクバーの『瞬快』アイコ
ン）のプロセスが、起動直後にCPU使用率
100%になる場合がある。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel5.0d以前

一度ログオフし、再度ログオンす
ることで回避できます。

クライアント機能 修復スケジュールを「毎回起動時」以外に
設定している場合に、修復無効モードに変
更し、再度修復モードに変更すると、修復
スケジュールが引き継がれず「毎回起動
時」に設定されてしまう。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel5.0d以前

動作モード変更時に修復スケ
ジュールを必ず設定してくださ
い。

瞬間復元ドライバ 他社製ソフトウェアとの組み合わせによっ
て、運用中に以下のブルースクリーンが発
生する場合がある。
0xC0000218
0x000000C2
0x00000050
0x000000F4
0x0000008E
また、OSが突然再起動したり、OS起動時
に「前回OSが正常に終了していない」旨の
メッセージが表示される場合がある。

現象を回避するロジックをプログラム内に
組み込みました。

ALL
Rel5.0d以前

組み合わせによって問題の発生
するソフトウェアを、最新バージョ
ンにアップするもしくはアンインス
トールを行うことによって回避で
きる場合があります。

瞬間復元ドライバ 以下の条件を全て満たす場合に、ショート
カットファイルをダブルクリックすると、ショー
トカットのファイルサイズが０バイトになり壊
れてしまう。
・ReadOnly属性のショートカットである。
・リンク先を変更できないショートカットであ
る。
・瞬間復元ドライバがファイルフォルダ単位
修復モードである。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel5.0d以前

発生条件のいずれかを除くと回
避可能です。

瞬間復元ドライバ システムリカバリによるWindows同士のマル
チブートが構成できず、１つ目のOSがエ
ラーとなる。

プログラムを改修しました。 □上
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0d

なし

瞬間復元ドライバ cygwinにて、修復対象となっている空フォ
ルダ内を参照したり、カレントディレクトリを
移動させたりすることができない場合があ
る。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel5.0d以前

なし
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瞬間復元ドライバ ファイルシステムに異常があり、瞬快が管
理するテンポラリファイルが壊れた状態で、
動作モードを修復モードに変更する時に
失敗する場合がある。

軽微なファイルの異常の場合は、モードの
変更ができるようにプログラムを改修しまし
た。

ALL
Rel5.0d以前

CHKDSKを実行し、ファイルシス
テム異常を修復した後に、ドライ
ブのルートに存在する$̃から始
まるフォルダを削除してから、修
復モードへの変更を行ってくださ
い。

瞬間復元ドライバ PhotoshopなどのMBR更新型の認証方式
をとっているソフトウェアが再アクティベー
ションを求められる場合がある。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel5.0a～5.0d

なし

管理機能 瞬快管理機能からリモートログオンする
ユーザまたは、瞬快管理機能起動時に問
われるシステムリカバリユーザのパスワード
が32文字以上の場合に、処理に失敗する
場合がある。

プログラムを改修しました。 (1)はALL
(2)は上,特上のみ
Rel5.0d以前

パスワードの長さを32文字より短
くしてください。

システムリカバリ機能 ディスクイメージの移動インポートを行った
際、インポート処理に失敗すると、元のイ
メージファイルが削除されてしまい、復元で
きなくなる。

プログラムを改修しました。 □上
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0d以前

なし

システムリカバリ機能 クライアントPCのリモート登録機能におい
て、複数のクライアントPCにDHCPサーバ
から同じIPアドレスがリースされる環境で
は、登録処理に失敗する。

プログラムを改修しました。 □上
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0d以前

なし

システムリカバリ機能 クライアントPCのリモート登録機能におい
て、すでにシステムリカバリサーバに登録さ
れているクライアント名を指定した場合、ア
プリケーションエラーが発生する場合があ
る。

プログラムを改修しました。 □上
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0d以前

なし

システムリカバリ機能 システムリカバリ管理機能を利用する際、
サービスのコピーを利用して新しいサービ
スを作成し、そのサービスを実行しようとす
ると、"パラメータエラーです。"とメッセージ
が表示されて正しく実行できない場合があ
る。

プログラムを改修しました。 □上
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0d以前

コピーしたサービスを編集し、再
登録してください。

システムリカバリ機能 システムリカバリ機能を利用して、ディスク
イメージの配信を行い、固定でDNSサーバ
を設定すると、DNS設定のひとつである、
「この接続のアドレスをDNSに登録する」の
設定を無効にしていても、有効となってし
まう。

左記に示すDNS設定を、引継ぐようにプロ
グラムを改修しました。
※ただし、Windows XP上でSysprepを利用
してイメージを展開する場合は、Sysprepに
より設定が初期化され、引き継ぐことができ
ません。

□上
□上+資源OP
□特上
Rel.5.0d以前

イメージ配信後、各クライアント
PCのDNS設定を手動で変更して
ください。

リモート画面操作 一般ユーザでログオンした時にパスワード
制限付きのスクリーンセーバが起動しない
場合がある。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel5.0d以前

なし

資源配付機能 ファイル登録画面のツリー表示にて、2バイ
ト目が0x5Cの文字コードである全角文字を
含むフォルダ配下の情報が正しく表示され
ない。
例：「能」「表」「ソ」などの文字。

プログラムを改修しました。 ALL
Rel5.0d以前

該当する文字をフォルダ名に使
用しないようにしてください。

5.0e’ 瞬間復元ドライバ WindowsXPに瞬快クライアントをファイル
フォルダ単位修復モードでインストールし
た環境で次のような現象が発生する場合
がある。

・端末の操作中あるいは放置時にOSがフ
リーズする。
・「システムリソースが不足しています」とい
うメッセージが表示され、操作を続行できな
い。
・ブルースクリーン（STOPコード
0x000000F4など）になる。

現象を回避するロジックをプログラム内に
組み込みました。

ALL
Rel5.0e

Windows XP OS標準のサービス
である「Help and Support」を無
効にすることで回避可能です。

Windows2000では、こ
の現象は発生しませ
ん。
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